
「府内城跡」西側土塀保存修理
  工事の現場見学会資料

県指定史跡
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①  大手口の鏡石　
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　1597年（慶長2年）に豊臣秀吉の命により、石田三成の妹婿にあたる福原直高が築城を開始しました。その後、
府内城主となった竹中重利が、家康に豊後の「衙府」にふさわしく天守を美しく築き、しっかりと城郭を造るよ

うにと命じられ、府内城の増築を行い、天守をはじめ本丸・二之丸・三之丸（武家屋敷）を完成させました。
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【沿革】　1963（昭和 38）年 2月 15 日に県指定史跡となる。
【位置】　府内城二之丸の内、西之丸にある建物。
【構造】　外からみると石垣の上に建つ平櫓で、城内からは 2階櫓となる府内城建築の基本形である。
　　　　櫓の３辺に石垣と塀が取り付く。特に北壁に接続する石垣と塀は、大手門がある出合曲輪
　　　　と西之丸を仕切る出入り口の一部で、敵の侵入を防ぐ重要な施設である。

●出合曲輪は、東之丸と西之丸の間にあり、大手廊下橋から多聞櫓門
（大手門）を入って最初の曲輪で、敵の侵入を防ぐ重要な施設です。

出合曲輪

宗門櫓 大手廊下橋

多聞櫓門

冠木門
（出入口）

内堀

１．府内城宗門櫓（大分市）２．府内城人質櫓（大分市）３．臼杵城卯土口櫓（臼杵市）４．臼杵城畳櫓（臼杵市）５．佐伯城三之丸櫓門（佐伯市）６．日出城隅櫓（日出町）

【構造】径1ｍ程の自然石を2列に並べ、その間に

人頭大の石（栗石）を詰めています。石列の幅は

約3.5ｍ、長さは約5ｍの範囲に造られています。

絵図には幅1間4尺（約3.3ｍ）、長さ9間2尺（約

18ｍ）とあり、石垣の幅は、ほぼ絵図どおり、長
さは北側にまで続いていたことが分かります。

【用途】調査で発見された石垣は、下図の宗門櫓
の2階につながる石垣そのもので、今からおよそ
150年前、江戸時代の終わり頃に書かれた歴史書

『豊府指南』にある出合曲輪と西之丸を仕切る石
垣（出入口の一部）になります。
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江戸時代の城郭建築が残る、県内で数少

ない櫓の一つです。安政大地震（1854年

）で壊れ、幕府の許可を得て1859（安政

６）年に再建されたものです。
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方杖
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　算木積みとは、隅角部を構成
する角石の組み方で、直方体の

角石の小面と大面を交互に組み

合わせて積む方法です。この方

法により、隅角部に対してかか

る石垣の全重量を左右に分散し

て支える構造となります。

　石積みは、一番下部に根石を
置き、斜めに積んでいき、石垣の

裏側には、約 20 ㎝大の石（栗石）

を敷き詰めています。

2016（平成 28）年 7月～ 11 月
宗門櫓の保存修理に伴い、遺跡の確認調査を実施。

宗門櫓の基本情報　【県指定史跡】

県指定史跡「府内城宗門櫓」保存修理事業

知 る
出合曲輪西側の石垣の発見

調べる
府内城の石垣

平成の大修理

学 ぶ

第 1 期工事　20 1 7 ～ 2 0 1 8 年度

第 2 期工事　20 1 9 ～ 2 0 2 0 年度

【宗門櫓保存修理事業】
□建築面積：41.05 ㎥

□延べ床面積：52.51 ㎥

□瓦の枚数：5500 枚

　（内 2700 枚　再利用）

□特徴
　・木造二階建て　

　・瓦葺入母屋造り

　・出桁には方杖と呼ばれる支え

　　を設置している。　

概要：工事期間は、約 15 ヵ月間

　　　宗門櫓の建物の解体から組立、荒壁

　　　塗りまでを行い、半年の乾燥期間を

　　　設けた。

概要：工事期間は、約 8ヵ月間

　　　中塗りから漆喰塗りを行い、宗門櫓

　　　の外壁の仕上げを行った。

　　

知 る

▲江戸時代終わり頃の宗門櫓　（左図：北より、右図：南より）　[ 松栄神社所蔵絵図 ]

【江戸時代の城郭建築が残る県内の城】

▲発見された石垣の根石と栗石（北より）

▲宗門櫓前で実施した発掘調査

▲石垣の角の見取り図 ▲石垣の内側の断面模式図

▲1期：柱や梁などの骨組み　

▲2期：漆喰塗り

文化庁文化財部記念物課　監修「石垣整備のてびき」を加工

絵図を180度回転

▲豊後府内城之絵図（正保絵図） 1644（正保元）年 国立公文書館デジタルアーカイブを使用


